作業療法教育における運動学実習 ―構造構成主義に基づく｢作業｣に根ざした授業の構想と実践― by 森本 真太郎
. はじめに




とされる3)4). そしてこの ｢作業｣ を治療手段として用
いるのが作業療法である. 日本作業療法士協会5)による
と, ｢作業療法は, 人々の健康と幸福を促進するために,
医療, 保健, 福祉, 教育, 職業などの領域で行われる作






機能学 (骨関節の解剖と運動学) の問題は, 例年同分野
の 20％前後の出題率となっており, 作業療法教育にお
いて重要な分野の一つである.
本論で取り上げた ｢運動学｣ の出題基準 6)の内容は,
力学, 運動器の構造と機能, 上肢・下肢の運動, 動作解
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and functional kinesiology, Exercise kinesiology, Bio-
mechanics｣ が中心的テーマとして採用されてきたこと
が窺われる. 以下本論では便宜的に ｢Structural and
functional kinesiology, Exercise kinesiology, Biome-
chanics｣ を ｢狭義の運動学｣ とし, ｢Developmental
kinesiology, Psychological kinesiology｣ を ｢広義の
運動学｣ と呼ぶ.
一方, 作業療法の臨床場面や臨床実習では, クライエ




































学的分析も, 作業療法の過程における ｢方法｣ であり,
｢方法｣ はクライエントを運動学的に理解するという




が重要と考える. つまり, 実際の臨床場面における ｢状


















経験である ｢現象｣ を第一義に尊重し, 様々な理論や方
法論を組み合わせて信憑性のある ｢構造｣ を構成するた
めのメタ理論である. その具体は, 構造構成主義の中核
的概念である ｢関心相関性｣ を認識装置とし, 物事の本






















｢欲望相関性｣ が元になっており, 正確には ｢身体・欲
望・関心相関性｣ というものである. これについては,
使用される文脈 (目的) によって, 関心相関的に, その




















構造構成主義において, ｢方法｣ は ｢特定の状況にお
いて使われる目的を達成するための手段｣ と定義される.
原理上, どんな状況, 目的においても機能する ｢絶対に
正しい方法｣ はない. これまで正しいと思っていた方法
も, 状況や目的が変われば ｢間違った方法｣ になりうる.
つまり ｢どんな状況で｣ ｢何をしたいのか｣ を抜きにし








｢何をしたいのか｣ という理想とする ｢目的｣ があって
も, 現実的な制約がある状況下では, その遂行が困難と
なる. そのため, プラットホーム上の座位姿勢を運動学
的に分析したいという ｢目的｣ があっても, クライエン
トの離床が困難な状況や, プラットホームを他のクライ
エントと共同使用する状況も想定できる. このような場











授業は 2 年生の 9 月～10 月期に行われた. 著者は 90
分の授業を 5回担当し, 講義と学内実習のファシリテー
トを行なった. 1～5 回の授業概要を表 1に示す.
.. 課題設定
授業では, 各グループ 3～4 名で 1 つの ｢意味のある
作業｣ と, 関心 (目的) を設定し, ｢価値の原理｣ ｢方法
の原理｣ を思考の基盤として ｢意味のある作業｣ の運動
学的分析を行うことを課題とした. 情報源は中村らの基




また, 関心 (目的) に応じて必要な情報を必要な分だ
け簡潔にまとめる力を養うために, レポートを A4 サイ









るため, 自らの ｢意味のある作業｣ に気付けないことが
予測された. そこで課題着手の手がかりとして ｢支持面
を変える一連の動作｣15) を一部改変して提示した (図 1).
この動作は, ｢作業｣ の観点から見れば抽象的な動作で
あり, 一見この動作にどのような意味があるのかわから








について, 学生がどの部分に着目し, どのような ｢意味
のある作業｣ にイメージを引きつけ, どの分野の運動学
と関連付けるかを考えるための手かがりとすることであ





第 1回は講義を実施した. 主な内容は, ①本科目のオ
リエンテーション, ②過去に講義として実施された運動
学の復習, ③ ｢作業｣ とは何かを学生と共に振り返った.







口々に語られた. また, ｢作業｣ とはなにか？ ｢作業｣
と ｢運動学｣ にはどのような関係があるのか？という問





図 授業で提示した支持面を変える一連の動作 (文献 15 より改変引用)
表 授業の概要
回 数 内 容
第 1回 講義：科目のオリエンテーション, 運動学 (講義) の復習, ｢作業｣ の概念的特性の復習
第 2回 講義と演習：観察のポイントと記録方法
第 3回



























ができた. また ｢方法の原理｣ に従い, 運動学的評価法
を教科書7)や講義資料から発見し, ホワイトボードを使
用しながら評価計画を立案し, 情報を整理する様子がみ


















今回授業に参加した学生は, 第 1回目で ｢狭義の運動
学｣ の知識を有していることが確認できた. しかし ｢作
業｣ の話題になると, たちまち回答に難渋する様子がみ








を設定することができた. これについては, 関心 (目的)
設定の段階で, 分析に取り組む動作に ｢意味｣ が付与さ






























(目的) を ｢方法の原理｣ に照らして運動学的な評価計
画が可能となった.
実際に学生が分析に用いた評価は, ｢狭義の運動学｣







導入することで, 自身の ｢意味のある作業｣ に自覚的に
















設定した ｢意味のある作業｣ を実際に行い, 関心 (目的)
に照らして文献を調べ, グループ内で活発に対話する様








析することで, 菅野のいう ｢頭脳レベルの理解｣ が深化
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